
▶ 放課後児童クラブにおける若手職員の人材確保のため、県としての支援を検討。就職先として放課後児童クラブを意識してもらえる

ように、現役の放課後児童支援員が保育士養成校に訪問し、仕事内容等について説明する事業を県独自に実施。

【人材の確保】 保育士養成校への訪問（埼玉県）

概要 ・ ポイント

✓ 訪問した養成校の学生からは、「放課後児童クラブの仕事も楽しそうだ。」、「〇〇さん（訪問した支援員）のところで
ぜひ働きたいと思った。」といったお声をいただいている。

取組の
成果

３

具体的な取組内容

・保育士養成校を卒業し、保育士資格を取得しても４割程度の方が保育や福祉系以外の職についている実態や、放課後児童ク

ラブの関係団体から人材確保が難しいことの話があった。

・県としてできる支援策について検討した結果、保育士資格を既に取得している方だけでなく、特に若手職員の人材を確保す

るうえで、保育士養成校に通う学生への放課後児童クラブに対する理解促進が重要と考えた。

取組前
の課題

１

内 容
２ ✓ 令和５年度から、県の独自事業として、就職先として放課後児童クラブを意識してもらうことを目的に、保育士養成校を

訪問する事業を実施。

 

事業内容

・県少子政策課職員とクラブに勤務する現役の放課後
児童支援員が、保育士養成校を訪問し、仕事内容や
やりがい等について説明。

対象養成校
・県内の保育士養成校に指定されている大学・短期

大学・専門学校

実績
（見込み）

・R5年度は８～９校での実施を予定

当該事業の
流れ

・R４年度：県内各保育士養成校に本事業による訪問
  の受け入れ意向の照会

・R５年６月頃：養成校の施設長宛に受け入れ可能 
時期について照会

・養成校に訪問可能な支援員に業務内容等の説明を
依頼（謝礼を支給）
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